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「シュリーフェン計画」は

存在しなかった!? 
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シュリーフェン計画の真実 

●配本部数指定のお願い● 

【目 次】 

第一章 シュリーフェン計画の発明 

第二章 大モルトケの東方開進 

第三章 要塞、諜報活動、危機の発生 

第四章 シュリーフェンの戦争計画 

第五章 小モルトケの戦争計画 

第六章 弁明と非難 

通説に、一次資料の徹底調査と新資料の発見によって反論を
試みることで、軍事史・外交史に新たな視点を切り拓く！ 

「シュリーフェン計画」 とは 

ドイツ帝国の参謀総長アルフレート・フォン・シュリーフェンが1905年に立案

した、フランスおよびロシアとの二正面戦争を想定した作戦計画。まずフラン

スに全力で攻撃を仕掛けて短期間で降伏させ、その後、東部戦線に転じてロ

シアを攻撃することを目指していたが、後任の参謀総長ヘルムート・フォン・モ

ルトケ（小モルトケ）によって、この計画に変更が加えられた。第一次世界大戦

勃発時、ドイツ軍は修正されたシュリーフェン計画を実行したものの、マルヌ

会戦で進撃が阻止され、計画は失敗に終わった。 

―ドイツの戦争計画 1871-1914 年― 

 

 


